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研 究 成 果 報 告 書



はしがき

本報告書は､平成 14-16年度に実施 された 日本学術振興会､科学研究補助金基盤研

究(B)｢魚類性決定と性分化機構の生理学的､分子生物学的研究｣(課題番号 14360114)の

研究をまとめたもので､研究発表 リス ト､研究成果､主要論文の別刷 りの採録よりなる｡

この研究計画では､琉球大学 ･熱帯生物圏研究センター ･瀬底実験所の中村牌のグルー

プに属するポス トドクラルフェロー､大学院生､学部学生が魚類の性決定､性分化に関し

ての形態学的､生理学的､分子生物学的レベルでの研究を一丸となって展開 し､採録にも

あるような多くの研究成果を上げることが出来た｡特に､性分化後でも卵巣を精巣-と転

換させることが可能であること､生体外培養により卵巣組織を精子を持つ精巣-と転換す

ることが出来ることを証明し､今後の性分化研究の発展に貢献する十分な成果を上げるこ

とが出来た｡

本研究の実施に当たっては､自然科学研究機構 ･基礎生物学研究所 ･発生生物学領域 ･

生殖生物学研究部門 (現在独立法人､水産総合研究所､養殖研究所勤務)小林亨博士およ

び帝京科学大学 ･理工学部 ･バイオサイエンス学科の平井俊朗博士との共同で行った｡

この研究遂行に当たっては､自然科学機構 ･基礎生物学研究所 ･発生生物学領域 ･生殖

生物学研究部門の長済嘉孝教授には終始親切なご助言 とご鞭榛を戴いたことに厚 く感謝申

し上げる｡最後に､瀬底実験所の屋富祖妙子 さんには事務処理などにおいて大変にご尽力

を戴いた､ここに改めて感謝申し上げる｡
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